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研究内容 
［１］東アジア沙漠地帯における黄砂バイオエアロ
ゾルの発生過程とその越境輸送ルートの解明 

・黄砂や煙霧とともに微生物群(バイオエアロゾル)
がアジア大陸から日本へ風送され，そのヒトや動
植物への健康影響に学術的関心が集まっている。 

・黄砂発生源の中国沙漠地帯（ﾀｸﾗﾏｶﾝ）と日中韓の
観測地において，黄砂捕集調査(気球，ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰ，
立山積雪を使用)を実施し（図１），越境輸送され
る多種多様な細菌種（＞300 種）を突き止めた[1,6]。 

・現在，黄砂の主要発生源であるゴビ沙漠(ﾓﾝｺﾞﾙ:
蒙)での調査も強化しつつある。その結果，沙漠由
来の風送微生物は、汚染大気や海水と混合しなが
ら日本へと到達することが分かった[5]。 

・・長距離輸送される微生物群を分離培養し、マウ
スに接種したところ，黄砂の砂粒子のみのアレル
ギーが、真菌類の株によって 10 倍に増悪した。 

・本研究成果は，大気中を風送拡散する有害に微生
物に関する公衆衛生情報の提供に貢献し、防疫防
除への対策（マスクや空気清浄機の改良）の提案
にもつながる。 

 
［２］森林バイオエアロゾルを標的とした高高度大
気観測：風送拡散とその気候影響の評価 

・氷雲の形成を促す「氷晶核(氷核活性を持つ粒子)」
の発生源は不明であり，その粒子密度は気候変動
予測での不確定因子となる。その為，近年，分析・
観測技術の向上に伴い検出可能となった大気浮
遊微生物が氷核として実大気で機能しているの
でないかと学術的関心が高まってきた。 

・これまで，係留気球とﾍﾘｺﾌﾟﾀｰ，立山積雪を使っ
た高高度大気観測で，高度数千 mの粒子から氷核
活性を持つ微生物(約 50種)を検出し（図２），そ
の種類から森林由来であると推察した[2]。 

・次に，微生物の森林からの放出量を確定し，氷晶

核の主要発生源を特定するため，森林観測サイト
に観測機器を完備し[3]，微生物捕集に特化した高
高度大気観測を併用する観測技法を確立した。 

・現在，森林地表から高度 500m までの浮遊微生物
の鉛直分布を遺伝子ﾚﾍﾞﾙで解明し，室内実験で氷
核活性微生物の分離培養に成功した。 

・微生物の森林からの放出過程の解明は，気候変動
予測や環境保全に役立つだけでなく，大気・気象
研究への生物学的側面を充足する。 
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